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１．2022年度事業計画の策定にあたり
（理事長 後藤治）

工学院大学は、建学以来、科学技術に関する専門的素養を身に付け、社会とい
う実践の場で、創造力、指導力、行動力をはじめ様々な力を発揮できる人材を育
成し、我が国の発展に貢献してきました。創立130周年を迎えた2017年に創立150
周年に向けた長期目標であるVISION150の改定を行い、これに基づいて学園の新た
な中期計画「コンパス2023」を策定し、それをもとにした単年度の事業計画を設定し
ております。
この「コンパス2023」の後半となる2021～2023 年度の計画について、計画前半の
達成状況や環境変化を踏まえ、5つの課題（附属中高、キャンパスリニューアル、就
職、情報環境、働き方改革）についてプロジェクトチームを設置して計画の見直しを
行いました。2022年度はこれら5つを重要課題として予算も重点的に配分いたします。
引き続き中期計画の各項目に関連する数値指標も注視しながら、社会情勢などの
環境を踏まえ各事業を進めてまいります。
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２．2022 年度工学院大学の事業計画のポイント
（学長伊藤慎一郎）

教育面においてはオンラインを活用した時間割「新たな学び」により遠隔からも通い
やすくなり、課外活動にも余裕のある大学になったことを積極的に広報し、大学の特
徴をアピールすることで学生募集を強化します。 さらに附属中高、SSH指定校との関
係を積極的な教育支援を強化することで優秀な推薦入学者の確保を目指します。
各学部に応じた「数理・データサイエンス・AI教育プログラム」の応用基礎レベルへのカ
リキュラム変更対応を行い、社会での実務や関連資格を考慮した教育を推進します。
進路支援においては学びを活かしたキャリア支援・就職支援の実施の一環として就
職先推奨企業・重点取組企業のリストアップを行い、就職支援を強化します。
キャンパス、教育・研究環境の整備としては共同利用コンピュータシステム更新にあ
たり、BYODに即したVDI環境を強化し、どこでもキャンパス化を促進します。大学認証
評価（2020年度受審）を踏まえた教育の質保証体制の強化も行い、21世紀型
工手の育成に一層邁進して参ります。
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３．2022年度附属中学・高等学校の事業計画のポイント
（校長 中野由章）

中高は、優れた教育コンテンツや生徒・教職員のポテンシャルの高さがあるにも関わ
らず、ここ数年、志願者数を大きく減らして恒常的な定員割れ状態が継続していまし
た。これを根本的に解決し、本格的な回復基調となるよう2021年度は募集形態の
変更や広報活動の充実を行い、志願者数を前年度比約150％とすることができまし
た。これを新校長就任による一過性のものではなく、本格的な興隆の流れとするため、
教員の教育研究力向上と、生徒の学校生活満足度向上のための施策が必須であ
ると考えています。
そこで、教員の教育研究力向上のために、「ICT教育コンサルタントの配置」「研究
奨励費の新設」「工学院大学と一体となった教学活動」、生徒の学校生活満足度
向上のために、「学習支援体制の充実」「部活指導員・サポーターの配置」「連携大
学の拡充」を、2022年度の中核的事業計画として位置づけています。また、教職員
の労働環境改善と労働基準監督強化へ対応するため、法人事務局と一体となって
働き方改革を推進します。
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